
くまき よしき
熊木義城
高岡市議会議員

30歳
成美小、志貴野中、高岡南高、立命館大卒
株式会社パソナグループ、
京都市会議員秘書を経て
高岡市議会議員選挙に当選。
現在１期目。会派「高岡愛・議員会」所属。
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【初任期も残りわずか。】-この4年間を振り返って-

高岡市長選挙が終わり、ともに会派「高岡愛」として活動していた出町譲氏が、
高岡市長に就任されました。今後はそれぞれの立場で、高岡の未来のために
尽力してまいります。
また先日、林貴文議員と会派合流し、「高岡愛・議員会」を発足しました。
先輩議員のお智恵、ご経験を借りながら、ますます励んでまいります。

4年前の現在は、何者でもない、「ただの26歳無職」でし
た。人口減少、少子高齢化など、高岡の厳しい未来予想の
前に、「傍観者ではいられない」という想いだけで、市議会
議員選挙に挑戦し、現在の役割を与えていただきました。

しかし、高岡市を取り巻く状況は厳しくなっています。
出生数は過去最低を更新、地域からも「担い手がいない」、
「空き家が増えている」というお声をよく伺うなど、課題は
山積しています。
この多くの問題を先送りせずに取り組んでいくことが重要　
であり、30歳である私は、誰よりもこのまちの未来に責任が
あります。
引き続き、高岡市議会議員として活動していくため、皆様の
お力をお貸しください。

当選後は、出町譲氏、嶋川武秀氏とともに会派「高岡愛」を
結成し、これまでの高岡市の政治を変えたいという共通の
想いから、様々なことに取り組んでまいりました。
同じ会派であった出町氏が今は市長となり、同じ目線、ま
た同じ危機感を共有していた仲間として、心強く思ってい
ます。
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今回のチラシに関するご意見・ご感想など、どんな内容でもお気軽にお問い合わせください！

自民党「高岡愛・議員会」所属
http://kumakiyoshiki.com/y.kumaki26@gmail.com
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日々 の活動はSNSから！
市政に対する
ご意見やご相談など、
SNSやメールにて
承っております。

社会に取り残されない仕組みづくりを高岡市から。

公式ラインのメッセージ
機能からもお気軽に
お問合せいただけます！

こどもの居場所「川崎市こども夢パーク」を視察神奈川県川崎市

　市議会の有志メンバーと神奈川県川崎市にある、「川崎市子ども夢パーク」へ

行ってまいりました。

全国でも注目されている「こどもの居場所づくり」について学ぶためです。

こどもの居場所づくりは、今、国を挙げて進められている取り組みです。不登校

の増加や家庭環境の困難から居場所を失う子が増えており、学校や家庭に代

わる安心できる「第3の居場所」、安心、学び、つながりを持つことができる場

所の整備が求められています。

川崎市の「こども夢パーク」は、子どもが自由に過ごせる居場所として2003年

に開設されました。「やりたいことを自分で決める」、「自分の責任で自由に遊

ぶ」ことを大切にし、木工やアート、外遊びなど多彩な体験ができる環境があり

ます。学校に行きづらい子や不登校の子、発達に特性のある子など、さまざま

な背景を持つ子どもたちの居場所となり、ここで安心して過ごす中で、自分の

ペースで人と関わる力や自己肯定感を取り戻していけるようになっています。

　高岡市においても、学校に行けない、行かないお子さんの数は年々増えていま

す。私は、単純に学校に戻るために取り組むだけではなく、合わない子たちが安

心して過ごす場所があることが大事だと思っています。

学校に行かない、いけない状況になったとき、なかにはそんな自分に深く傷つ

き、強い挫折から社会に絶望してしまうケースもありますし、孤立の先に犯罪に

つながってしまうことだってあります。

地域の担い手が年々減少する中、未来に向けて、ひとりひとりが取り残されない

社会づくりを高岡でも進めていきたいと考えています。

ー令和7年度6月議会を振り返ってー 「企業版ふるさと納税の増加へ」
　6月の市議会では、「企業版ふるさと納税」について質問しました。「ふるさと納税」といえば、

皆さんにも身近な話かもしれませんが、「企業版ふるさと納税」は、あまりなじみのない制度か

もしれません。しかし、この制度は大きな可能性を秘めています。

　その名の通り、市外の企業から本市に寄附を受ける仕組みですが、企業への寄付金控除が最

大9割となります。つまり、例えば1000万円の寄附をした場合、最大900万円が返ってくるこ

とになります。企業にとってもメリットが大きく、高岡市にとっても返礼品がないので、普通の

ふるさと納税より経費はかかりません。高岡市の企業版ふるさと納税は震災関連で大きくなり

ましたが、その後は減少気味です。市の財源確保策として、ぜひもっと伸ばせるように取り組ん

でほしい想いから質問しました。

　市当局からは、広報の重要性は認識しており、新メニューの追加に合わせて声をかけていると

いう答えでした。

　引き続き、動向を見守りながら、効果的な提案ができるよう、研鑽を積んで参ります。
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